
４、この 50 年  

 文集にお寄せ戴いた文の中で、50 年の歩みと 10 年間の同窓会の流れを書いて

戴いたものが２つありましたので、別項目として掲載しました。 

 

（１）卒業から 50 年    田崎 三郎 

1961 年 3 月，私たち同期の 50 名は学窓を去り，新たな人生を歩み始めた。 

同時に，電気工学科創設に寄与され，我々がひそかに Rare Old 先生と呼び敬愛

していた光野，秦，益子の三教授が定年退官された。三人とも確か満 70 歳だった。

またこの年，電気工学科を核として新たに電子工学科が宮越教授を中心として 4

月に発足した。つまり，1961 年は，大阪府大電気系にとっては旧から新へと大き

く変貌を遂げる，Epoch making となった年であった（浪速電気ｸﾗﾌﾞ第 12，13 号よ

り抜粋。いずれも 1961 年発行）。なお言うならば，それまではガリ版刷りで発行

されていた『浪速電気クラブ』がﾀｲﾌﾟ印刷されたのは，この 13 号からだった。 

我々は社会に出た直後に第２室戸台風の襲来を経験し，一週間も電気や水道が

使えないという生活を送った。ただ，これも 2011 年 3 月 11 日に発生した世界史

上未曾有の東日本大震災の被害に比べれば，ささやかな記憶のﾚﾍﾞﾙかも知れない。 

当時の我が国の世相については，岩戸景気をきっかけとしてレジャー・ブーム

が始まり，「わかっちゃいるけどやめられない」（植木等）や「どーもすいませ

ん」（初代林家三平）なる言葉，子どもの好きなものとして「巨人、大鵬、卵焼

き」などが流行している。また，「女子大生亡国論」（暉崚康隆）が出たのもこ

の年であり，現在，大学生として女性のほうが多い状況を見ると隔世の思いがす

る。さらに，今でもよく歌われる「銀座の恋の物語」，「上を向いて歩こう」 など

が発売されたのもこの 1961 年だった。 

世界では，旧ソ連のガガーリン少佐が人類始めての有人衛星に成功し，これが

人類の宇宙への旅立ちの出発点となった。彼の“地球は青かった”という言葉は

いまなお新鮮である。なお，米国では John F. Kennedy が第 35 代大統領に就任し，

また，東西ベルリン間に壁が出来ている。 

1981 年 5 月 8 日，この春工学部長に就任された畑四郎先生から 9 期生クラス
会に寄せられた手紙をここで改めて紹介しておこう。 

『拝啓 新緑の折、益々ご健祥にてご活躍のことと存じます。 

さて過ぐる 5 月 3 日貴兄らの卒業 20 周年の集いの節は，お招きに預り大変有難

うございました。その節は工学部長就任のお祝いにチェコ製の立派なカットグラス  

花瓶を頂戴し重ね々々厚くお礼申し上げます。 

卒業されて 20 年，それぞれのポストで責任ある仕事をやり遂げておられる様子 

を承り大変心強く感じました。 

当時は私もまだ 40 才前で，貴兄らと一緒に遊んだり飲んだりしていた印象の方が
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よく残っております。今後，働き盛りの貴兄らの仕事の上での責任も益々重く，

それだけにやり甲斐も大きくなると思います。どうか一層バイタルに発展をつづ

けて下さるようお祈りします。 

御自愛御健康で一層のご活躍をお祈りします。   敬具』 

 

さて，2011 年となり，我々がこれまで過ごしてきた 50 年の間に，クラス会の

度ごとにご招待していた元学長の畑四郎先生も本年この世を去られた。そして，

我々の母校は 2005年の大学独立法人化と府立系 3大学（大阪府立大，大阪女子大，

大阪府立看護大）の統合を経て，現在，7 学部・7 研究科を有する総合大学として

発展してきており，電気系もいまや電子物理，電気情報システム，知能情報の 3

学科構成となっている。さらに，2012 年度より，大阪府立大は再び理系を中心と

した工学域，生命環境科学域，現代システム科学域，地域保健学域の 4 学域から

なる新たな大学へと変革する予定である。（これについての詳細は，Web の奥野武

俊理事長・学長による「卒業生の皆様へ」をご参考頂きたい）。   終    

 

「百舌鳥」随筆一覧表 （昭和 36 年発行） 

浅田 充浩 ・愛についての片言 出水 博造 ･ﾀﾞﾝｽと音楽について 

・落葉 新岡 武春 ・音楽の功罪 

芦沢 幸雄 ・ヴァイオリン雑感 西江 弘行 ・雑感 

稲田 昌義 ・美しいもの 長谷川 正彦 ・キャンプ 

伊藤 泰朗 ・寄文 波多野 博司 ・仏像 

小川 順宏 ・世の終り 林 常雄 ・題はつけられない 

・広き野をめぐりて 福田 武久 ・日向路 

河合 一郎 ・電車雑感 本田 浩二 ・大阪のことなど 

川阪 益造 ・ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙﾎﾞｰｲから見た 

国産各車の比較 

細見 潔 ・技術者の道 

増井 澄遠 ・過去の一年 

北野 雄一 ・旅 三宅 克忠 ・人生の並木道 

黒河 輝久 ・趣味 山田 公 ・愚者の断想 

杉山 毅志 ・見て見ないふり 八真駄美乃留 ・ある出来事 

田崎 三郎 ・大学生活 4 年間 山森 こう ・私の趣味 

・電気科北海道旅行 横松 丈志 ・魚取り 

田中 博 ・ある経験 吉田 哲郎 ・詩情 

谷口 宏一 ・乗物 八島 勲 ・随筆、アルバム 

高橋 朗 ・友への手紙 ・興信所 

津田 眞臣 ・最近の国鉄電車 ６講座悪人同人 ・切り捨てご免人物寸評 

２９  


	28この50年　田崎氏　H23-7-18
	29この50年　田崎氏　H23-7-19

